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1. 研究期間中の研究成果 

・背景： アジア各国で H5N1高病原性鳥インフルエンザウ

イルスが猛威を振るっており、本ウイルスはヒトにも感染

し多数の死者が確認されている。今のところ、このウイル

スはヒトからヒトへ効率よく伝播することができない。し

かし、ひとたび、そのような能力を獲得すると、スペイン

風邪規模（世界中で４千万人以上が死亡）のパンデミック

を引き起こすのは必至である。 

 

・研究内容及び成果の概要： H5N1ウイルスによるパンデ

ミックの危機に備えるため、様々な H5N1 ウイルスの性状

を解析し、このウイルスのヒトへの伝播・増殖性に関わる

アミノ酸を特定した。さらに、2009 年にパンデミックを

引き起こしたウイルスの性状を解析し、その出現メカニズ

ムを明らかにした。 

 

2. 研究期間終了後の効果・効用 

・研究期間終了後の取組及び現状：パンデミックウイルス

の出現メカニズムを解明するために、インフルエンザウイル

ス粒子中のウイルス遺伝子の立体構造を解析した。高病原性

H5 鳥インフルエンザウイルスがヒト－ヒト間で飛沫伝播を

起こすのに重要なアミノ酸変異を同定した。2013 年に中国

でヒトから分離された H7N9 鳥インフルエンザウイルスの性

状を明らかにした。これらの成果は、野外で流行している鳥

インフルエンザウイルスのパンデミックポテンシャルを理

解し、対策を講じる上で重要な知見である（図１）。 

 

・波及効果： 先回りをして、パンデミックを起こす可能性

のあるウイルスの性状を明らかにし、ヒトへの伝播・増殖性

に関わる変異を同定することは非常に重要である。サーベイ

ランスによって分離されたウイルスのアミノ酸配列ならびに

その病原性や伝播性などの性状解析により流行ウイルスのリスク評価を行うことができる。得られた情

報は公衆衛生上非常に重要であり、備蓄ワクチンの準備など政策決定にも必須の情報となる。したがっ

て図２に示すような研究体制を整えていくことが今後必要だと思われる。 
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